
第98号 東京公害患者と家族の会 ユズリハ 2016年7月20日

ユズリハ だより
メール air-tokyo@herb.ocn.ne.jp 98号

2016．7.20（№98）
東京公害患者と家族の会

文京区大塚4-2-11

恩田ビル304

TEL03-6912-1656 FAX03-6304-1418
ぜん息110番
03-6912-1657

7
月
22
日
（
金
）
年

一
度
の
、
東
京
都
建
設

局
公
園
緑
地
部
と
の
交

渉
が
1
時
30
分
～
16
時

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
原
告
団
（
患
者
会
）

が
都
内
道
路
沿
道
の
緑

化
に
つ
い
て
要
望
を
出

し
、
東
京
都
が
検
討
・

実
施
す
る
内
容
に
つ
い

て
確
認
・
さ
ら
な
る
要

望
を
意
見
交
流
し
ま
す
。

道
路
沿
道
の
緑
化
に

つ
い
て
は
年
一
度
の

「
道
路
連
絡
会
」
年
数

回
の
「
準
備
会
」
で
も

要
望
を
出
し
ま
す
が
、

東
京
都
建
設
局
公
園
緑

地
部
と
の
交
渉
は
緑
化

に
つ
い
て
さ
ら
に
細
か

く
確
認
さ
れ
る
の
で
、

樹
木
に
つ
い
て
の
知
識

も
必
要
に
な
り
、
勉
強

に
な
り
ま
す
。

街
路
樹
担
当
課
長
か

ら
、
和
解
条
項
に
基
づ

く
「
街
路
樹
の
充
実
」

は
平
成
20
～
27
年
度
ま

で
に
100
万
本
の
植
樹
達

成
（
植
樹
後
に
枯
れ
た

樹
木
・
植
物
も
含
む
）

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
が
、
「
実
感
で
き
な

い
」
と
各
支
部
か
ら
の

参
加
者
か
ら
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

で
は
な
ぜ
、
東
京
都

の
努
力
と
私
た
ち
の
実

感
が
食
い
違
う
の
で
し
ょ

う
か
？

参
加
者
の
意
見
Ｑ

東
京
都
の
意
見
Ａ

Ｑ
①
植
樹
が
済
ん
だ
道

路
沿
道
を
見
て
も
、
ま

ば
ら
に
植
わ
っ
て
い
る

様
子
が
、
何
と
も
さ
み

し
い
。

Ａ
①
歩
道
の
幅
員
を
2

ｍ
以
上
に
保
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
植

樹
舛
が
大
き
く
取
れ
な

い
こ
と
に
よ
り
、
大
き

な
樹
木
は
植
え
ら
れ
な

い
。
密
度
は
な
い
か
も
。

Ｑ
②
狭
い
空
間
で
も
植

樹
可
能
な
樹
木
や
植
物

で
密
度
を
増
す
努
力
を

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
②
場
所
に
よ
っ
て
は

ロ
ー
ド
ト
レ
リ
ス
（
ガ

ド
レ
ー
ル
を
ネ
ッ
ト
状

に
し
た
も
の
や
フ
ェ
ン

ス
に
植
物
を
這
わ
せ
る
）

等
で
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
③
沿
道
緑
化
の
目
的

を
考
え
る
と
、
一
年
を

通
じ
て
緑
が
保
て
る
、

常
緑
樹
に
植
え
替
え
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
が
、

落
葉
樹
を
植
樹
し
て
い

る
箇
所
も
あ
る
。

Ａ
③
沿
道
住
民
か
ら
の

要
望
が
強
い
と
こ
ろ
は

花
の
咲
く
落
葉
樹
な
ど

植
栽
す
る
場
合
が
あ
る
。

全
体
の
回
答

植
樹
に
関
す
る
基
準

の
見
直
し
に
つ
い
て
現

在
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
街
路
樹
の
樹
冠
を

拡
大
し
緑
陰
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
、
大
気
浄

化
や
夏
の
暑
さ
対
策
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
考

え
今
年
度
よ
り
、
そ
の

た
め
の
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
20
～
27

年
度
「
街
路
樹
の
充
実
」

実
施
個
所
一
覧
で
は

（
西
東
京
市
・
新
青
梅

街
道
北
原
交
差
点
以
東
）

に
エ
ン
ジ
ュ
・
カ
ツ
ラ

238
本
を
常
緑
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
245
本
に
植
え
替
え
済

み
が
、
一
ヶ
所
で
し
た
。

「
大
径
木
再
生
大
作
戦
」

（
防
災
・
延
焼
遮
断
）

の
実
施
個
所
336
は
地
図

に
記
さ
れ
る
と
大
き
な

幹
線
道
路
の
一
部
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
。

※
大
気
浄
化
・
遮
音
・

地
球
温
暖
化
（
Ｃ
Ｏ
２
）

防
止
・
緑
陰
・
景
観
向

上
防
災
（
延
焼
遮
断
）

等
が
街
路
樹
の
効
果
！

緑
化
に
特
化
し
て

街
路
樹
100
万
本
達
成
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これからの予定とお知らせ

7月
31(日) 東京都都知事選挙投票日・開票日

全国患者会全国大会一日目(名古屋)13:00～

8月
1(月)全国患者会全国大会二日目

2(火) 公健法「須藤のぶ」さん異議申し立て棄

却問題文京区要請

3(水) 環境省「勉強会」13:00～

4(木) あおぞら連絡会理事会(地評地下)18:30～

7(日) 患者会第６回拡大幹事会14:00～

(文京シビック4Ｆ)

8(月) 弁護団会議 10:00～

12(火) 新宿区申し入れ(緑化・自転車ネットワーク)

19(金)認定制度問題委員会（対策委員会）13:30～

22(月) 弁護団会議 18:00～

24(水) 事務局会議 10:00～

〃第17回薬害根絶デ― 厚労省前リレ―ト―ク

25(木) ユズリハ8月号発行 10:00～

公害対策まちづくり委員会 13:30～

26(金)～8/28(日) 九州現地調査（有明・水俣）

２
年
に
一
度
、
お
誕
生
月
の
２

か
月
前
に
は
、
更
新
手
続
き
の
た

め
の
書
類
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

書
類
が
届
い
た
ら
で
き
る
だ
け

早
く
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
を
忘
れ
る
と
「
失
効
」

し
ま
す
。
医
療
費
が
全
て

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◎
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
、
主
治

医
診
断
書
を
書
い
て
も
ら
う
。

◎
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
忘
れ
ず
に
。

◎
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
遠
慮
な
く

患
者
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

誕
生
日
が
近
づ
い
た
ら
注
意

公
害
総
行
動
で
助
け
合
い

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
月
号
の
ユ
ズ
リ
ハ
に

署
名
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
家
族
の
お
名
前
や

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
お
名

前
の
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
用
紙
は
、

返
信
用
の
封
筒
に
入
れ
お
送
り
く
だ

さ
い
。
（
切
手
は
カ
ン
パ
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
）

1.

終
わ
ら
な
い
水
俣
病
被
害

の
解
明
を
要
求
し
ま
す

2.

福
島
原
発
さ
い
た
ま
訴
訟

の
公
正
な
判
決
を
求
め
る

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

署名にご協力お願いいたします

７月３１日投開票 東京都都知事選挙

私たち東京公害患者と家族の会から、主な都知

事候補に公開質問状をおくりました。

現在のところ鳥越俊太郎候補から回答がありま

した。回答の詳細はホームページまたは事務局へ

質問の内容

1.「東京都大気汚染医療費助成」の復活

2. 道路公害対策・沿道緑化・自転車ネットワーク

『 緊急 拡大幹 事会』
日時 ８月７日（日）14:00～16:00

会場 文京シビック４階ホール

内容 全国公害患者の会連合会第19回大会

報告・意見交流 （終了後に懇親会予定）
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日
本
の
大
気
汚
染
は
、

昨
今
話
題
の
中
国
の
様
子

を
想
起
さ
せ
る
激
甚
な
汚

染
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
劇

的
に
改
善
し
た
。
そ
の
大

き
な
原
因
と
な
っ
た
の
が
、

健
康
被
害
を
負
っ
た
被
害

者
と
支
援
者
ら
に
よ
る
公

害
防
止
運
動
と
補
償
を
求

め
る
裁
判
で
あ
る
。

煙
突
か
ら
煤
煙
を
吐
き

出
す
工
場
群
を
被
告
に
し

た
四
日
市
公
害
裁
判
に
は

じ
ま
り
、
１
９
８
０
年
以

降
大
気
汚
染
の
「
主
役
」

と
な
る
自
動
車
排
ガ
ス
汚

染
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

大
型
の
大
気
汚
染
訴
訟
が

続
き
、
公
害
対
策
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。

公
害
対
策
が
進
み
、
Ｓ

Ｐ
М
（
浮
遊
粒
子
状
）
等

の
汚
染
レ
ベ
ル
の
低
下
は

結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
す
な
わ
ち
被
害
者

が
い
な
く
な
る
こ
と
と
同

義
で
は
な
い
。
残
念
な
が

ら
い
ま
だ
に
大
気
汚
染
被

害
は
終
わ
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
長
い
あ
い
だ

の
大
気
汚
染
に
起
因
し
て
、

都
市
部
の
幹
線
道
路
周
辺

を
中
心
に
新
た
な
被
害
者

が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

国
に
よ
る
救
済

「
公
害
健
康
被
害
補
償
法
」

１
９
７
３
年
制
定
・
11
万

人
救
済
１
９
８
８
年
新
規

認
定
廃
止
。

東

京

都

に

よ

る

救

済

「
東
京
都
大
気
汚
染
医
療

費
助
成
」
２
０
０
８
年
開

始
・
９
万
人
救
済
・
２
０

１
５
年
新
規
認
定
廃
止
。

新
た
な
救
済
制
度
が
必
要

医
療
費
助
成
を
受
け
て

い
な
い
患
者
の
実
態
で
す
。

被
害
者
運
動
の
成
果

と
大
気
汚
染
対
策

被

害

の

実

情

と

救

済

制

度

全
国
ぜ
ん
息
患
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
か
ら
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７
月
24
日
（
日
）
名
古

屋
法
律
事
務
所
の
協
力
で

会
議
室
を
借
り
、
13
時
か

ら
幹
事
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。７

月
31
日
（
日
）
～
８

月
１
日
（
月
）
の
二
日
間

で
行
わ
れ
る
「
全
国
公
害

患
者
の
会
連
合
会
第
19
回

大
会
」
に
向
け
て
提
起
す

る
議
案
や
確
認
事
項
が
主

な
議
題
で
し
た
。

各
地
の
患
者
会
が
40
年

以
上
の
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
高
齢
化
が
目
立
ち

会
員
数
も
年
々
減
っ
て
い

る
中
で
の
大
会
で
す
が
、

全
国
か
ら
代
議
員
・
評
議

員
合
わ
せ
て
約
50
名
ほ
ど

の
参
加
で
報
告
・
討
議
さ

れ
ま
す
。

大
会
は
２
年
に
一
度
開

か
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
２
年
間
の
方
針
を
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大

会
後
の
次
号
８
月
号
の
ユ

ズ
リ
ハ
で
大
会
の
報
告
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
参
加
予
定
者

事
務
局
長

増
田
重
美

板
橋
支
部

秋
元
正
雄

三
多
摩
支
部

石
川
牧
子

足
立
支
部

鈴
木
十
紀
子

中
野
・
杉
並

進
藤
光
子

文
京
支
部

高
田
悦
男

世
田
谷
支
部

国
師
英
明

豊
島
支
部

福
島
寿
人

江
東
・
墨
田

田
島
高
則

中
央
支
部

浜
島
稔

事
務
局

牟
田
静

う
れ
し
い
参
加
が

あ
り
ま
し
た

体
調
不
良
の
た
め
、
し

ば
ら
く
幹
事
会
に
出
席
で

き
な
か
っ
た
、
四
日
市
患

者
会
の
塚
田
事
務
局
長
が

奥
様
の
サ
ポ
ー
ト
で
お
い

で
に
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
（
Ｈ
26
年
）
の

３
月
に
四
日
市
公
害
資
料

館
が
完
成
し
ま
し
た
。

日
本
の
四
大
公
害
（
水

俣
病
・
新
潟
水
俣
病
・
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
・
に
続
き

四
日
市
ぜ
ん
息
）
の
資
料

館
が
で
き
、
や
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
52
年
に
建

立
さ
れ
た
慰
霊
碑
を
前
に

同
年
よ
り
慰
霊
祭
が
開
催

さ
れ
る
。
平
成
23
年
よ
り

田
中
市
長
ら
が
参
列
、
平

成
26
か
ら
は
四
日
市
市
が

慰
霊
祭
を
共
催
。
塚
田
さ

ん
は
、
四
日
市
市
の
発
展

の
陰
に
、
公
害
で
苦
し
ん

だ
市
民
が
い
た
こ
と
を
伝

え
る
数
少
な
い
生
き
証
人

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

※
昭
和
47
年
「
四
日
市
公

害
裁
判
」
で
原
告
勝
訴
。

こ
れ
を
契
機
に
「
公
害
健

康
被
害
補
償
法
」
施
行
さ

れ
、
全
国
の
患
者
を
救
済
。

四
日
市
ぜ
ん
息
は

大
気
汚
染
公
害
の
原
点

暑中お見舞い

申し上げます

四日市 石油化学コンビナート


